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SDA の神学者 U. Smith E. Thiele R. Naden C. M. Maxwell W. Shea J. Paulien/ H. 

LaRondelle/ 
R. Stefanovic 

A. Treiyer 

第一のラッパ 西ゴート族の西
ローマ帝国への
攻撃(５世紀初頭) 

エルサレムに対
する神の裁き 

エルサレムに対
する神の裁き 

エルサレムに対
する神の裁き 

ローマ教による
初期のクリスチ
ャンへ対する迫
害 

エルサレムに
対する神の裁
き 

西ゴート族の西ロ
ーマ帝国への攻撃
(５世紀初頭) 

第二のラッパ バンダル族のロ
ーマ帝国への攻
撃（５世紀半ば） 

ローマ教に対す
る神の裁き 

ローマ教に対す
る神の裁き 

ローマ教に対す
る神の裁き 

ローマ教の失墜 ローマ帝国の
失墜 

バンダル族のロー
マ帝国への攻撃
（５世紀半ば） 

 聖句 まとめ 時代・背景 
第一のラッパ 8:7 地の三分の一、木の三分の一、そしてすべての青草が焼かれる。 イエス様を十字架につけ、

初代教会を迫害した国民と
ローマ帝国への裁き 

第二のラッパ 8:8-9 海の三分の一が血になった。海の中の生き物の三分の一が死に、三分の一の船がこわされ
た。 

第三のラッパ 8:10-11 水の三分の一が苦よもぎで苦くなり、多くの人が死んだ。 中世時代のキリスト教会の
背教に対する天の裁き 
 

第四のラッパ 8:12 太陽と月と星の三分の一が暗くなり、昼も夜も三分の一は明るくなくなった。 

第五のラッパ 9:1-12 底知れぬ所の穴から出てきたいなごが5ヶ月のあいだ人間を苦しめた。 中世後期から宗教改革後の
時代の宗教界における派閥
争い 
 

第六のラッパ 9:13-21 四人の御使と二億の騎兵隊が火と煙と硫黄とで三分の一の人間を殺した。しかし、生き残
ったものは悪霊・偶像礼拝をやめず、また悔い改めることをしなかった。 

第七のラッパ 11:15-19 至聖所の扉が開き、最後の神の裁きが下る。 地球の歴史の終わり 

七つのラッパ 

七つのラッパの解釈 
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SDA の神学者 U. Smith E. Thiele R. Naden C. M. Maxwell W. Shea J. Paulien 他 A. Treiyer 
第三のラッパ フン族によるロ

ーマ帝国への攻
撃（５世紀半ば） 

偽りの教会への
神の裁き 

偽りの教会への
神の裁き 

偽りの教会への
神の裁き 

教会の堕落と分
離 

教会の堕落と
分離 

フン族によるロー
マ帝国への攻撃
（５世紀半ば） 

第四のラッパ 西ローマ帝国の
失墜 

中世の暗黒時代 中世の暗黒時代 中世の暗黒時代 中世の暗黒時代 無神論の起り
（黙示録11:7） 

西ローマ帝国とロ
ーマ教の陥落 

第五のラッパ イスラム教の繁
栄（１２９９年+ 
１５０年{5 ヶ月}
＝１４９９年） 

イスラム教の繁
栄（１２９９年
+ １５０年{5
ヶ月}＝１４９
９年） 

宗教改革に対す
るサタンの攻撃
（反宗教改革）
（１５３５年+ 
１５０年{5 ヶ
月}＝１６８５
年） 

イスラム教の繁
栄。最初のイスラ
ム教のコンスタ
ンティノープル
への攻撃{６７４
-８７２年 } 
[only 149 yrs] 

暗黒時代の聖戦
（１０９９年 
[エルサレム占
領]+ １５０年
{5 ヶ月}＝１２
４９年 {最後の
聖戦の始まり}） 

無神論の支配
（5 ヶ月＝包括
的だがまだ限
られている神
の裁き）（創世
記 7:24, 8:3） 

背信したクリスチ
ャンへ対するイス
ラ ム 教 の 支 配
（632+ 150{5ヶ
月}＝782 年）(最
初のイスラム教の
広がり) 

第六のラッパ オスマン帝国全
盛期（その日、そ
の月、その年=1
日、１ヶ月、１年
=391 年 ）
（ 1449+391 = 
1840 年） 

オスマン帝国全
盛期（その日、そ
の月、その年=1
日、１ヶ月、１年
=391 年 ）
（ 1449+391 
= 1840 年） 

最後の危機（１８
世紀から恩恵期
間の終了まで） 

オスマン帝国全
盛期（その日、そ
の月、その年=1
日、１ヶ月、１年
=391 年 ）
（1453[東ロー
マ 帝 国 陥
落 ]+391 = 
1844 年） 

オスマン帝国全
盛期（その日、そ
の月、その年=1
日、１ヶ月、１年
=391 年 ）
（1453+391 = 
1844 年[宗教寛
容令発布まで]） 

‘終わりの時の
バビロン’と最
後の危機の始
まり。1 日、１
ヶ月、１年は‘神
様の計画’（時を
設定しない）と
いう解釈 

オスマン帝国全盛
期（その日、その
月、その年=1日、
１ ヶ 月 、 １ 年
=391 年 ）
（ 1453+391 = 
1844 年[宗教寛
容令発布まで]） 

第七のラッパ 神の奥義の成就 神の奥義の成就 婚姻の完了 神の奥義の成就 神の奥義の成就 終わりの出来
事が起こる（黙
示録１２―２
２章） 

終わりの時、神の
奥義の成就 

※上記のように、アドベンチストの中でも七つのラッパの解釈は色々あります。香の煙は神様に届きました（5:8, 8:4）、
どの解釈が正しいか、ではなく天が神の民の苦しみに無関心でないことを喜びましょう！（黙示録 8:3,4 参照） 


